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・現状の助成額82,700円（補助券）に加えて＋50,000円を現金支給
・横浜市内に住民登録があり、令和6年4月1日以降に妊婦健診を
　1回以上受診した方を対象
・横浜市子育て応援サイト・アプリからも申請可能に

●妊婦健康診査の公費負担を拡充し、妊婦の経済負担を軽減

９月から順次、現状の約160名に＋53
名を追加配置し、市立中高・高等特別
支援学校への配置日数を倍増します。

▶スクールカウンセラー配置を拡充 令和２年度にスタートし、今年度 80
校まで拡充、来年度中に全校実施を
目指すとしていた目標を前倒しし、
今年度中に全146校で実施します。

▶教室外登校（校内ハートフル）を
　全中学校で実施へ

新たな所属委員会が決定

いじめ・不登校対策のための学校体制強化など、公明党の要
望を反映した重要な議案を多数上程。特に、妊産婦検診費用
の支援拡大については、指定都市平均を大きく下回る横浜の
公費負担を早急に引き上げ
るよう、公明・自民党市議
員団連名で市長への要望を
行っていたものです。

補正予算で子育て・教育施策を補強！

公明・自民党市議員団で市長へ要望
（4月25日）▶

●いじめ再発防止へ学校体制を強化
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